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（1）　冬季大会
　アイスホッケー競技では成年男子、少年男子共に３位入賞と活躍し、競技別総合優勝を果たした。スキー競技は成
年男子Ａの長友海夢選手と少年男子の手塚芳宗選手が１４位と、入賞は果たせなかったものの、シード権を獲得し、
７２回大会に向けて期待ができる結果となった。

（2）　関東ブロック大会
　関東各都県によるハイレベルな競技が行われた。関東ブロック予選実施３１競技中（アイスホッケー競技を除く）、
１７競技２４種別が本大会出場権を獲得した。通過競技数は昨年度と同じであるが、通過種別は３つ下回る結果となり、
天皇杯１９位だった昨年とほぼ同等の通過状況と言える。
　本大会でも上位入賞が期待されたホッケー競技において、成年男子、成年女子、少年男子が敗退。更に昨年全種別
関東ブロック大会を突破した弓道競技においても、成年男子、少年男子が敗退するなど関東ブロックを突破するのは
依然容易ではない。
　国体本大会では６８回東京国体で優勝したバスケットボール競技成年女子やラグビーフットボール競技少年男子、
更にソフトボール競技成年男子、ホッケー競技少年女子などの団体種目で大量得点が期待できる。また、クレー射撃
競技、柔道競技成年男子、山岳競技成年男子、ゴルフ競技等で上位入賞を期待したい。
　

（3）　本大会
　今大会も、昨年度同様、男子種別が活躍した大会であった。ソフトボール成年男子の初優勝を始め、水泳（競泳）
競技成年男子萩野公介選手の２冠、ウエイトリフティング競技少年男子の山根大地選手、ボクシング競技成年男子の
高倉久生選手、少年男子の黒柳禅選手が優勝を果たした。さらに、ラグビーフットボール競技少年男子や山岳競技成
年男子等団体種目が上位進出を果たした。
　女子種別では、バスケットボール競技成年女子や水泳（飛込）競技成年女子榎本遥香選手、ライフル射撃競技の
野口早也佳選手の優勝などの活躍が目立った大会であった。
　しかし、新規導入競技での無得点や昨年度大量得点を獲得した競技の早期敗退など、思うように得点が伸びず、昨
年を大きく下回る結果となった。

（4）　総評
　天皇杯・皇后杯ともに順位を大きく下回る結果となり、目標である１０位台には届かなかった。
　昨年度和歌山国体において１２４点の競技得点を獲得し、本県のお家芸とも言えるホッケー競技においては関東ブ
ロック大会での２種別敗退などが響き、これまでのように得点を伸ばすことができなかった。更に、昨年計９８点を
獲得した武道４競技（柔道・剣道・弓道・空手道）が競技得点を獲得できなかったことも順位を落とした原因と考え
られる。
　６年後に控える本県開催に向けて、各競技団体関係者や選手の意識は高まりつつある。天皇杯、皇后杯を獲得する
ためには、難関とされる関東ブロック大会を突破しつつ、水泳やソフトボールなど毎年安定した競技力を発揮する競
技の継続強化に加え、ここ数年に渡り、競技得点を獲得していない競技の底上げを図るなど、競技団体と関係機関と
が手を携え、共通の目標に向け強化に当たっていくことが重要と考える。

第７１回国民体育大会　栃木県選手団の成績
総合成績

第７１回国民体育大会を振り返って

冬季大会得点 本大会得点 合計得点 順位

天皇杯 今大会 60（30） 443.5（370） 503.5（400） 903.5 30位
前大会 47（30） 582 （370） 629（400） 1029 19位

皇后杯 今大会 0（20） 122.5（330） 122.5（330） 452.5 41位
前大会 0（20） 164.5（270） 164.5（290） 454.5 31位

※（　　）は参加得点
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☆★☆　第７１回国民体育大会主な活躍　★☆★

ソフトボール競技　成年男子
優勝　栃木県（ホンダエンジニアリング）

バスケットボール競技　成年女子
優勝　栃木県（白鴎大学）

水泳（競泳）競技　成年男子
２００ｍ個人メドレー・１００ｍ背泳ぎ

優勝　萩野公介

ボクシング競技　成年男子・少年男子
ライトヘビー級　優勝　高倉久生（左）
ウェルター級　　優勝　黒柳　禅（右）

ウエイトリフティング競技　少年男子
６６ｋｇ級スナッチ
優勝　山根大地

ライフル射撃競技　少年女子
ＢＲＳ４０ＪＷ　優勝　野口　早也佳

（写真提供：下野新聞社）


